
自衛官

未経験者

予　備

自衛官補（一般）

一般公募

予備自衛官

即応予備

自衛官

任　用

（採用）の

流　れ

○予備自衛官補になるには

　採用試験（筆記、口述等）を

　受験

○採用資格

　一般：１８歳以上５２歳未満

○予備自衛官補から予備自衛官へ

　教育訓練に参加し、必要な知識・

　技能を修得

○教育訓練期間

　一般（５０日／３年以内）

○予備自衛官から即応予備自衛官へ

　所定の教育訓練により基本特技を修得

★基本特技取得のための訓練

　約４０日間基準／３年以内

（最大２０日間／年）※5日間訓練を含む

処　遇

○教育訓練招集手当

　８，８００円／日

○予備自衛官手当

　１２，３００円／月

○訓練招集手当（５日間訓練）

　１１，０００円／日

★訓練招集手当（即自任官）

　１３，２００円／日

○勤続報奨金

　７０，０００円／３年

○即応予備自衛官手当

　１８，５００円／月

○訓練招集手当

　２６，３００円～

　１７，１００円／日

○勤続報奨金

　２１５，０００円／３年

○即応予備自衛官育成協力企業給付金

　５６０，０００円／人

○即応予備自衛官雇用企業給付金

　４２，５００円／月

【自衛官未経験者が最短で即応予備自衛官へ任用されるまでの一例（令和７年度志願の場合）】

○雇用企業協力確保給付金　／　○予備自衛官事業継続給付金

３４，０００円／日

雇用企業

への給付金

自衛官未経験者から即応予備自衛官への道
この制度は、予備自衛官補（一般）から予備自衛官に任用された一般公募予備自衛官が対象となります。

１年で「予備自衛官」に、最短約３年で自衛官未経験者も「即応予備自衛官」になることができます。

基本特技取得訓練

７年４月

予備自補

採用試験

７年７月

予備自補

採 用

７年８月～７年１２月（５か月）

予備自補教育招集訓練（５０日）

７年１２月

予備自

任 用

８年４月～１０年９月（３０か月）

基本特技取得のための訓練

（約４０日間基準）

１０年９月

即応予備自

採 用

志願・試験 教育訓練

・教育訓練手当：３９６，０００円※1 ・予備自衛官手当 ： ４１８，２００円 （３４か月分）

・訓練招集手当（５日間訓練）： １１０，０００円 （５日間訓練×２回分）

・訓練招集手当（即自任官） ： ５１４，８００円※2 （３９日分）

計１，０４３，０００円

最短約３年

※1 北部方面隊では予備自衛官補訓練のうちＡタイプ（５日間）はｅラーニングにより実施される

ため手当は支給されませんので４５日分の支給となります。（８，８００円×４５日分）

※2 基本特技取得のための訓練招集手当です。（特技の種類によって所要日数が異なります。）


